悲しむ 人間 生活の さまざまの いきさ つの 面白 さを理 解 

すると， j ろにまで 到達す る。 

代々 の 人間が それぞれの 時代の 環境の 中で、 常によ 

り ましな 生活 を 求めて 生きて いて、 その 過程で 敗北し、 

成就し、 自分 も そのうちに まぎれ もない 一 人で あると 

いう ことの 避けが たい 辛 さとと もに ある 否定で きない 

面白さ。 幸福と いう ものが、 案外に も 活気 横溢した も 

ので、 たとえて 見れば 船の 舳が濤 をし のいで 前進して 

ゆく、 そのと きの 困難で は あるが 快 さに 似た もの だと 

い つたら 昼寝の 仔猫の ような 姿 を 幸福に 与えよう とし 

ている 人た ち は 非常にび つくりす るだろう か。 



どんなに 文学 を 読む のだろう か、 と。 何故なら 本当の 

いい 文学の 作品 は、 その 作品の 世界で 決して 筋 を 運ん 

でい るば かりで はなく、 きっと、 ある 条件との いきさ 

つの 間で 人間が どんな 風に 生きた かとい う、 その 心と 

肉体との 過程 を 描き出して いるもの である。 偶然な 街 

上の できごとで 生じた 人と 人との 間の 波瀾が どう 納っ 

たかと いう 話ではなくて、 ある 性格と 性格との 組み合 

わせと その 背後に ある 社会の 事情な どから、 どんな 必 

然の 緊迫した 経過が 生じて 来た か、 例えば 「アンナ- 

カレ ー ニナ」 は、 この こと を はっきり 誰に も 分らせる 

と 思う。 
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